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データで知る帯広 12月末の人口と世帯数 人口▶165,047人（前月比－187人）男▶78,696人   女▶86,351人   世帯▶89,566世帯（前月比－127世帯）
12月の火災発生件数  ４件（前月比＋２件） 12月の家庭ごみ排出量  ごみ量▶2,251t（前年同月比－130t）資源ごみ（Sの日）量▶742t（前年同月比＋５t）

掲載情報は１月12日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
十勝管内で新型コロナウイルスの感染拡大が懸念されています。引き続き、基本的な感染対策の徹底にご協力をお願いします。
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新型コロナワクチン新型コロナワクチンのの
３回目接種３回目接種をを
実施実施していますしています

��健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、健康推進課（東８南13、保健福祉センター内、☎☎25・9721）、25・9721）、帯帯広市広市
新型コロナワクチンコールセンター（ナビダイヤル0570・015・586）新型コロナワクチンコールセンター（ナビダイヤル0570・015・586）

問い合わせ

　接種を希望するすべての人への１・２回目接種を実施しています。
＊２回の接種を終えた18歳以上の人への接種（３回目接種）
　２回目の接種から、原則８カ月以上経過している人を対象に、３
回目接種を実施しています。
　国の方針に基づき、市では医療従事者、高齢者施設の入所者・従
事者への接種間隔を６カ月以上経過に短縮して実施します。また、
一般の高齢者への接種は、２月１日以降、７カ月以上経過した人を
対象に実施します。（接種間隔などは変更する場合があります）

＊新たに12歳以上になる人への接種（１・２回目接種）
　�　新たに12歳になる人には、誕生日から概ね１週間以内に接種券を
郵送します。（毎週月曜発送）

　新たに12歳になる人と３回目接種の対象者へ、順次個別に接種券を
郵送します。
　なお、１・２回目接種時に帯広市外に住民票があり、その後帯広市
に転入した人は、市で接種履歴を確認することができず、３回目用の
接種券が送付できません。該当する人は、右記のコール
センターに電話するか、厚生労働省のW

ウ ェ ブ
EBサイト「コロ

ナワクチンナビ」から申請をお願いします。

　市内医療機関（約50カ所）と集団接種会場（２会場）で接種を行いま
す。（詳細は、郵送する案内文をご確認ください）
　使用するワクチンについて、医療機関での接種はファイザー社もし
くはモデルナ社のワクチンで、医療機関によって異なります。集団接
種会場での接種はモデルナ社のワクチンです。１・２回目とは異なる
種類のワクチンを３回目に接種すること（交互接種）ができます。

ワクチン接種の実施状況 インターネットでの予約をサポート

ワクチン接種の案内方法

接種場所とワクチンの種類

　１月24日㈪より、市民ホール（市庁舎１階）にタブレット端末を設
置し、インターネットでの予約をサポートします。接種券を持参の上、
お越しください。
　また、スマートフォンやタブレット端末をお持ちの人は、市内携帯
ショップ（ドコモ・au・ソフトバンク）とOCTVの窓口でも予約を
サポートしています。あらかじめ各店舗に問い合わせ、予約の上、端
末と接種券を持参してください。詳細は、市ホームページをご確認く
ださい。
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インターネットから予約

帯広市新型コロナワクチンコール
センターに電話で予約

ナビダイヤル 0570・015・586
◎ＩＰ電話などナビダイヤルに接続できない場合
▶ ☎ 20・7777
◎障害をお持ちで電話での問い合わせが難しい場合
▶ FAX 25・7445またはEメール vaccine_soudan@city.obihiro.hokkaido.jp

受付時間：平日８時45分〜 17時30分

　
予
約
専
用

◀
ペ
ー
ジ

　
帯
広
市
公
式

◀
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

◉予約方法

今年は開拓140年･市制施行90年

HP https://obihirovaccine.com
または帯広市公式L

ラ イ ン

INEのメニューから
予約専用ページへ

灯油代支援給付金、子育て世帯
への臨時特別給付金に関するお
知らせを２頁に掲載しています。
ご確認ください。

市ホームページID.1010692

コロナワクチンナビ▶

氷まつりの
お知らせは
12頁を

ご覧ください。



■2■広報おびひろ　令和４年２月号

❶市から対象と思われる世帯へ申請書を郵送
　【１月７日㈮ 発送済み】
※�要件を満たしているのに、お手元に申請書が届いていない場合は、問い合
わせください。なお、地域福祉課窓口でも申請書を配布しています。

❷必要書類をそろえて、郵送または直接、地域福祉課に申請
　【申請期限３月31日㈭、当日消印有効】
※感染症対策のため、郵送での申請にご協力ください。

❸ 申請書などを受理後、不備がない場合、おおむね２～３
週間で給付

対象となる要件

世帯の要件

③ 所得の要件
世帯全員の令和２年中の課税年金収入額と合計所得金額の合計額が、
次の限度額以下の世帯
◎１人世帯の場合➡80万円以下　◎２人世帯の場合➡160万円以下
◎３人以上の世帯➡160万円に、１人につき40万円を加算した金額以下
※遺族年金や障害年金は課税年金収入額に含みません。

② 非課税の要件
世帯の全員が、令和３年度市町村民税非課税である世帯
※ただし、生活保護費を受給している世帯を除きます。

① 住所の要件
令和３年12月１日現在帯広市に住所があり、引き続き自宅に居住し
ている世帯
※�ただし、対象となる高齢者、障害者（児）、子の全員が施設・病院などに入所・
長期入院している世帯を除きます。

▪ 世帯全員が満75歳以上の世帯
※�令和４年３月31日までに世帯全員が満75歳以上となる世帯を含みます。

▪ 18歳以下の子どもを扶養しているひとり親医療費受給世帯
※�ひとり親家庭等医療費受給者証の交付を受けていて、平成15年４月２日以降
に生まれた子を扶養している世帯。

▪ 次の障害者（児）のいる世帯
世帯員の中に、次のいずれかの手帳を持つ障害者（児）がいる世帯
ア  身体障害者手帳１級または２級　　イ  療育手帳Ａ
ウ  精神障害者保健福祉手帳１級

図　世帯の要件

「灯油代支援給付金」の
申請をお忘れなく

�地域福祉課（〒080・8670��西５条南７丁目１
番地、市庁舎３階、☎65・4146）

問い合わせ・申請先

�こども課（〒080・8670��西5条南7丁目1番地、
市庁舎３階、☎65・4160）

問い合わせ・申請先

市民税非課税世帯などへ5000円を支給

児童１人当たり10万円

　厳寒期における灯油価格の高騰に対する特別対策として、一定の要件
を満たす市民税非課税世帯（左図）に対し、5000円を支給します。
　期限までに申請がないと支給できませんので、必要書類をそろえて申
請してください。

申請手続きの流れ
次の①～③すべてに該当する世帯

平成15年４月２日以降に生まれた子どもがいる世帯へ
児童１人当たり10万円を支給

下記の世帯状況のいずれかに該当する世帯

1 申請書
2  灯油を10リットル以上購入（令和３年12月以降）したことが分かる納品伝

票、領収書などの写し
3  給付金の振込先（金融機関、支店、口座種別、口座名義人、口座番号）

が分かる通帳などの写し

必
要
書
類

子育て世帯への臨時特別
給付金を支給します

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯を支援するた
め、子育て世帯への臨時特別給付金を支給しています。
　対象者や支給額などは、左記の通りです。詳細は、市ホームページを
ご確認ください。

　①～③のいずれかに該当し、児童の主たる生計維持者の所
得が児童手当所得制限限度額未満の人

①令和３年９月分の児童手当を職場から受給した公務員
② 申請が不要な人に該当せず、令和３年９月30日時点で

平成15年４月２日から平成18年４月１日までに出生
した児童を養育している保護者

③ 令和３年９月１日から令和４年３月31日までに出生し
た児童を養育している保護者（公務員）

※公務員以外は、児童の出生から３カ月以内に支給（申請不要）

市ホームページID.1010499

住民税非課税世帯を対象とした「子育て世帯生活支援給付金（児童１
人当たり５万円）」の申請期限は、２月28日㈪です。詳細は、市ホーム
ページをご確認ください。 市ホームページID.1008630、1008785

詐欺にご注意を！詐欺にご注意を！
　市職員をかたった電話や訪問による「個人情報」「通帳・キャッ
シュカード」「暗証番号」の詐取にお気を付けください。

＊ 市や内閣府がATMの操作をお願いすることは絶
対にありません。

＊ 本給付金を支給するために手数料を求めること
は絶対にありません。

支給対象者
〈申請が必要な人〉

・令和３年９月分の児童手当を帯広市から受給した人
・令和３年10月分の児童扶養手当認定者

支給対象者

いずれも、令和３年12月24日㈮に支給済みです。

〈申請が不要な人〉

申 請 方 法

申 請 期 限 令和４年３月31日㈭（必着）

　郵送またはこども課窓口で申請を受け付けています。申請
方法などの詳細は、市ホームページを確認してください。
　なお、該当の可能性がある人へ令和３年12月24日㈮～
28日㈫に申請書を送付済みです。

市ホームページ▶
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市
・
道
民
税
の
申
告
を

受
け
付
け
ま
す

　

期
間
中
は
窓
口
が
大
変
混
み
合
う
の

で
、
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
８
日
㈫
～
３
月
15
日

㈫
の
平
日
、
８
時
45
分
～
16
時
30
分

受
付
場
所　

市
民
ホ
ー
ル
（
市
庁
舎
１

階
）

　

ま
た
、
コ
ミ
セ
ン
な
ど
で
出
張
申
告

の
受
付
（
表
１
）
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

昨
年
同
様
、
非
課
税
の
収
入
が
あ
っ
た

人
な
ど
一
部
の
人
に
は
、
事
前
に
申
告

書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
混
雑
緩

和
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
の
要
否
に
つ
い
て

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　

市
・
道
民
税
の
申
告
は
、
収
入
の
種

類
や
控
除
内
容
に
よ
っ
て
申
告
が
必
要

な
人
と
不
要
な
人
に
分
か
れ
ま
す
（
表

２
）。
申
告
が
必
要
な
人
は
、
受
付
期

間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
際
に
は
源
泉
徴
収
票
や
控
除

証
明
書
類
な
ど
、
申
告
す
る
内
容
に
よ

っ
て
必
要
な
も
の
が
異
な
り
ま
す
（
表

３
）。
ま
た
、
控
除
の
証
明
書
が
無
い

場
合
、
申
告
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
申
告
の
際
は
、
証
明
書
な
ど
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告

は
、
申
告
内
容
が
当
初
の
税
額
通
知
に

反
映
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
を

受
給
し
て
い
る
人
の
申
告

　

公
的
年
金
等
の
収
入
が
４
０
０
万
円

以
下
で
、
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
場
合
を
除
い
て
、「
所

得
税
の
確
定
申
告
」
は
不
要
で
す
。

　
「
所
得
税
の
確
定
申
告
」
を
し
な
い

場
合
、
年
金
支
払
者
か
ら
市
へ
提
出
さ

れ
た
年
金
支
払
報
告
書
を
基
に
市
・
道

民
税
を
計
算
し
ま
す
。
医
療
費
・
生
命

保
険
料
・
扶
養
控
除
な
ど
、
控
除
内
容

に
追
加
が
必
要
な
人
や
、
公
的
年
金
等

に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
人

は
「
市
・
道
民
税
の
申
告
」
が
必
要
で
す
。

医
療
費
控
除
の
申
告

　

医
療
費
控
除
の
申
告
に
つ
い
て
は
、

明
細
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

明
細
書
は
、
①
医
療
を
受
け
た
人
、

②
病
院
・
薬
局
ご
と
に
、
実
際
に
支
払

っ
た
医
療
費
の
額
を
集
計
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
申
告
会
場
で
は
、
作
成
の

代
行
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
、

ご
自
身
で
集
計
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
各
医
療
保
険
者
が
発
行
す
る
「
医

療
費
の
お
知
ら
せ
」
を
提
出
す
る
こ
と

で
、
明
細
書
の
記
入
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、「
医
療
費
の
お
知
ら

せ
」
に
載
っ
て
い
な
い
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
明
細
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
集
計
対
象
の
領
収
書
な
ど
は
、

制
度
改
正
に
よ
り
提
出
は
不
要
と
な
り

ま
し
た
が
、
ご
自
宅
な
ど
で
５
年
間
保

存
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
税
・
道
民
税
申
告
書
の

郵
送
対
応
に
つ
い
て

　

会
場
に
お
越
し
に
な
る
こ
と
が
難
し

い
場
合
は
、
郵
送
で
申
告
書
を
受
け
付

け
ま
す
。
郵
送
の
際
は
、
①
本
人
の
身

元
確
認
書
類
の
写
し
、
②
番
号
確
認
書

類
の
写
し
、
③
所
得
の
分
か
る
も
の
、

④
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合
に
必
要
な

も
の
を
添
付
（
写
し
可
）
し
て
く
だ
さ

い
（
表
３
）。
特
に
、
各
控
除
を
証
明

す
る
も
の
は
忘
れ
ず
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。
添
付
が
な
い
場
合
、
控
除
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
郵
送
さ
れ
た
も
の
は
、
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
日
程
な
ど
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
な
ど
に
よ
り
、
出
張
申
告
の
受
付
日

程
や
、
市
庁
舎
で
の
申
告
受
付
期
間
な

ど
を
変
更
す
る
場
合
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
申
告
関
係
の
詳
し
い
情
報

に
つ
い
て
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市
・
道
民
税
の
申
告
は

２
月
８
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

申
告
は
「
忘
れ
ず
・
正
し
く
・
お
早
め
に
」

　
市
・
道
民
税
の
申
告
は
、
税
額
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
で
す
。

申
告
の
要
否
や
必
要
な
も
の
な
ど
を
確
認
し
、
期
間
内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
税
課
（
市
庁
舎
２
階
、
☎
65
・
４
１
２
０
）

問
い
合
わ
せ

市ホームページID.1002482

表１　市・道民税の出張申告受付日程

表２

表３

日　　時 受付会場（所在地）

２月16日㈬ 13時30分～15時 大空会館（大空町12）

２月17日㈭ 13時30分～15時 森の里コミュニティセンター（西22南４）

２月24日㈭ 13時30分～15時 西帯広コミュニティセンター（西23南２）

３月２日㈬ ９時30分～11時 大正農業者トレーニングセンター
（大正本町西１）

３月２日㈬ 13時30分～15時 川西農業者研修センター（川西町西２）

３月３日㈭ 13時30分～15時 南コミュニティセンター（西10南34）

３月９日㈬ 13時30分～15時 緑西コミュニティセンター（西17南４）

市・道民税の申告が必要となる人は令和４年１月
１日現在、住民登録に関係なく実際に帯広市に住
んでいて、令和３年１月１日から12月31日の間に
所得のあった人です。

　ただし、次のいずれかに該当する人は申告の必要はあり
ません。

□ 番号確認書類…マイナンバーカード、または通知カード
（記載事項が住民票と一致している場合のみ）

□ 身元確認書類…運転免許証など
（□ 代理権確認書類…委任状など、代理人申告時に必要）

□ 申告書が郵送された人は申告書
□ 所得の分かる次のもの

（令和３年１月１日から12月31日までのすべての収入）
＊給与収入のある人…給与の源泉徴収票
＊公的年金等収入のある人…公的年金の源泉徴収票
＊事業・不動産などの収入のある人

…収入および必要経費などの明細が分かる帳簿や書類

□ 医療費控除…医療費の明細書
□ 医療費控除の特例（セルフメディケーション）

…セルフメディケーション税制の明細書
□  社会保険料控除…国民健康保険料・後期高齢者医療保

険料・介護保険料・国民年金保険料などの納付確認書・
控除証明書・領収書

□  生命保険料控除、地震保険料控除、寄附金控除
…控除証明書

□  障害者控除…障害者手帳または障害者控除対象者認
定書

※ 扶養親族が国外居住の場合は、海外居住が分かるもの（パスポートな
ど）・送金などが分かるもの（クレジットカードの明細など）が必要です。

※ 給与支払報告書の提出の有無は勤務先に確認してください。
※ 上記の場合であっても確定申告の提出が必要となる場合があります。
※ 国民健康保険または、後期高齢者医療制度に加入している人は、収入

が無くても申告が必要となる場合があります。

1所得税の確定申告書を提出する人
2�公的年金のみの収入の人で、追加の控除が無い人
3�給与収入のみの人または、給与収入と公的年金
等の収入のみの人で、勤務先から帯広市へ給与
支払報告書の提出がされ、追加の控除が無い人

市・道民税の申告が必要な人

申告に必要なもの

各種控除を受ける場合に必要なもの

市・道民税の申告が不要な人

① 混雑を避けるため、申告会場は前年同様市民ホール（市庁舎
１階）です。会場は大変冷え込みますので、暖かい服装でお
越しください。

②感染症予防のため、手指消毒やマスクの着用をお願いします。
③ 申告会場では、消毒液の設置などの感染症対策を実施します。

また、発熱など、体調に異常を感じる場合は、来場を控え、
申告期間内での日程変更や、郵送での申告の検討をお願いし
ます。

申告会場来場にあたってのお願い申告会場来場にあたってのお願い
① 受付時、当日の来場順に番号札をお渡しします（事前予約不可）。申告会場では、

呼び出し番号を表示しています。待ち時間中の会場の出入りは自由ですが、外出
される際とお戻りの際は受付にお声掛けください。

② 申告書の必要項目すべての記載が済んでいる人には、専用の確認窓口を設け、記
載済みの申告書を受け付けます。そのため、呼び出し番号が前後する場合があり
ますので、ご了承ください。

　 申告書は、昨年、市・道民税の申告書を提出した人などへ郵送しているほか、申
告会場にも用意していますので、事前記載へのご協力をお願いします。

混雑を避けるために混雑を避けるために
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必
要
な
人
に

血
液
を
届
け
た
い

　

治
療
な
ど
で
輸
血
が
必
要
と
な
る
人

の
約
85
パ
ー
セ
ン
ト
は
50
歳
以
上
で
す
。

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
輸
血
を
必
要

と
す
る
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
一
方

で
、
献
血
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、

中
で
も
20
代
・
30
代
の
少
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。（
図
）

　

若
年
層
の
献
血
離
れ
が
続
く
と
、
輸

血
が
必
要
な
人
に
血
液
が
届
け
ら
れ
な

い
事
態
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
造
れ
ま
せ
ん

　

血
液
か
ら
造
る
血
液
製
剤
の
有
効
期

間
は
短
い
も
の
で
は
４
日
間
し
か
な
く
、

長
期
保
存
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
皆

さ
ん
の
継
続
的
な
協
力
が
必
要
で
す
。

献
血
は
何
歳
か
ら
で
き
る
？

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
一

定
体
重
以
上
の
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
誰

で
も
で
き
ま
す
。（
表
）

　

な
お
、
２
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

に
つ
い
て
は
、
在
庫
状
況
に
よ
り
受
け

入
れ
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
40
分
で

助
か
る
命
が
あ
り
ま
す

　

献
血
に
か
か
る
時
間
は
、
受
付
か
ら

採
血
後
の
休
憩
ま
で
で
約
40
分
（
４
０

０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
全
血
献
血
の
場
合
）。

実
際
に
採
血
を
し
て
い
る
時
間
は
、
平

均
10
～
15
分
程
で
す
。

　

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
全
国

で
１
日
平
均
約
３
０
０
０
人
お
り
、
そ

れ
を
賄
う
に
は
１
日
約
１
万
３
０
０
０

人
の
献
血
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

献
血
に
行
こ
う
！

◆
平
日
の
献
血

　

献
血
バ
ス
が
企
業
や
商
業
施
設
な
ど

を
巡
回
し
ま
す
。
日
程
は
北
海
道
赤
十

字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
す
る
か
、
血
液
セ
ン
タ
ー
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
曜
日
の
献
血

日
時　

毎
週
日
曜
日
、
９
時
～
12
時
、

13
時
15
分
～
17
時

場
所　

帯
広
す
ず
ら
ん
献
血
ル
ー
ム

（
東
７
南
９
、
０
１
２
０
・
24
・
５
１

２
５
）

献
血
は
医
療
体
制
の

維
持
に
不
可
欠
で
す

　
冬
期
間
は
外
出
を
控
え
る
人
が
多
く
、
献
血
者
が
減
少
し
ま
す
。
輸
血
が
必
要
な

人
へ
安
定
的
に
血
液
製
剤
を
届
け
る
た
め
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
康
推
進
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・

９
７
２
０
）、
北
海
道
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
帯
広
出
張
所
（
東
7
南
9
、
☎
25
・

０
１
０
１
）

問
い
合
わ
せ

　

令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
被
保
険
者
（
75
歳
以
上
の

人
な
ど
）
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得

の
あ
る
人
は
、
現
役
並
み
所
得
者
（
窓

口
負
担
割
合
３
割
）
を
除
き
、
医
療
費

の
窓
口
負
担
割
合
が
１
割
か
ら
２
割
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
変
更
と
な
る
対
象
者
は
、
被
保

険
者
全
体
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
す
。

見
直
し
の
背
景

　

令
和
４
年
度
以
降
、
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
に
な
り
始
め
、
医
療
費
の
増

大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
の
う
ち
、
窓

口
負
担
を
除
い
て
約
４
割
は
現
役
世

代
（
子
や
孫
）
の
負
担
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
拡
大
し
て
い
く
見
通
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
現
役
世
代
の
負

担
を
抑
え
、
国
民
皆
保
険
を
未
来
に
つ

な
い
で
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。

２
割
負
担
の
対
象
者

　

世
帯
の
窓
口
負
担
割
合
が
２
割
の
対

象
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
の
被
保
険
者
の
課
税
所
得
や
年
金

収
入
等
を
基
に
、
世
帯
単
位
で
判
定
し

ま
す
。（
図
）

　

令
和
３
年
中
の
所
得
を
基
に
判
定
し
、

９
月
頃
に
被
保
険
者
証
を
各
世
帯
へ
送

付
す
る
予
定
で
す
。

緩
和
措
置

　

10
月
１
日
の
施
行
後
３
年
間
（
令
和

７
年
９
月
30
日
ま
で
）
は
、
２
割
負
担

へ
変
更
と
な
る
人
に
つ
い
て
、
１
カ
月

の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担
割
合
の
引
き

上
げ
に
伴
う
負
担
増
加
額
を
３
０
０
０

円
ま
で
に
抑
え
ま
す
。（
入
院
の
医
療

費
は
対
象
外
）

　

緩
和
措
置
の
適
用
で
払
い
戻
し
と
な

る
人
は
、
高
額
療
養
費
と
し
て
、
事
前

に
登
録
さ
れ
て
い
る
口
座
へ
後
日
払
い

戻
し
ま
す
。

　

高
額
療
養
費
の
口
座
が
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
に
は
、
法
律
の
施
行
時
期
に

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や

帯
広
市
か
ら
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

窓
口
負
担
割
合
の
見
直
し

　
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
人
の
医
療
費
の
窓
口
負

担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

国
保
課
給
付
係
（
市
庁
舎
１
階
、
☎
65
・
４
１
３
８
）、
北
海
道

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
☎
０
１
１・２
９
０・５
６
０
１
）

問
い
合
わ
せ
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献
血
者
数（
千
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総
献
血
者
数（
千
人
）

H27 H28 H29 H30 R1 R2（年度）
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30代20代
40代

50代以上

計

図　北海道の献血者数の推移

表　採血基準
種類

項目

全血献血
200

ミリリットル
400

ミリリットル

年
　
齢

男性
16〜69歳※

17〜69歳※

女性 18〜69歳※

体
　
重

男性 45キロ以上
50キロ以上

女性 40キロ以上

※�65歳以上は、60〜64歳の間に献血経験が
ある人

２月
限定

W
ウ ェ ブ

EB・電話で
事前予約

献血バス、すずらん献血ルームで400
ミリリットルの献血にご協力いただ
いた人へチョコレートをプレゼント!
〇帯広すずらん献血ルーム
　（毎週日曜日）
〇移動採血車
　（帯広出張所管内）

献血時の密集・混雑を緩
和 するため、WEBや 電 話
での事前予約にご協力くだ
さい。 なおWEB予 約には
献血会員「ラブラッド」へ
会員登録が
必要です。

運行日程については、こちら➡ 登録はこちら➡

帯広すずらん献血ルーム

帯広すずらん
献血ルーム

東コミュニティセンター

十勝歯科医師会

萩原建設
工業

ENEOS

帯広協会
病院

東
栄
通

支
庁
通

水　
光　
園　
通

バレンタインバレンタイン
献血キャンペーン実施献血キャンペーン実施

※１　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の人。
※２　後期高齢者医療の被保険者…75歳以上の人。（65～74歳で一定の障害の状態にあると広

域連合から認定を受けた人を含む）
※３　課税所得…住民税納税通知書の「課税標準」の額（前年の収入から、給与所得控除や公的

年金等控除、所得控除（基礎控除や社会保険料控除等）を差し引いた後の金額）です。
※４　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※５　その他の合計所得金額…事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引い

た後の金額のことです。

現役並み所得者※１に該当するか

該当する

いない

１人だけ

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

２人以上

いる

該当しない
世帯内75歳以上の人※２のうち

課税所得※３が28万円以上の人がいるか

世帯に75歳以上の人※２が
２人以上いるか

「年金収入※４+その他の
合計所得金額※５」が
200万円以上か

「年金収入※４+その他の
合計所得金額※５」が
320万円以上か

世帯全員が
３割

世帯全員が
１割

世帯全員が
１割

世帯全員が
２割１割 ２割

　
今
回
の
制
度
見
直
し
に
関
す
る
質

問
な
ど
は
、「
後
期
高
齢
者
窓
口
負
担

割
合
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

��

０
１
２
０
・
０
０
２
・
７
１
９

受
付
時
間���

月
〜
土
曜
日（
祝
日
除
く
）、

９
時
〜
18
時

けんけつちゃん
（献血推進キャラクター）

図　窓口負担割合の判定フロー

　

不
審
な
連
絡
が
あ
っ
た
と
き
は
、

帯
広
警
察
署
相
談
窓
口
（
☎
25
・

０
１
１
０
）
ま
た
は
帯
広
市
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
22
・

８
３
９
３
）
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
お
会
い
し
、

防
災
や
健
康
、
子
育
て
と
い
っ
た
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
意
見
を
お
聴
き
し
、
対
話

す
る
「
市
民
ト
ー
ク
」。

　

感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
人
に
会
う
、

人
が
集
ま
る
こ
と
が
リ
ス
ク
と
い
わ
れ

る
世
の
中
に
な
り
、
こ
の
２
年
間
は
、

多
く
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
延
期
・
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
就

任
以
来
、
毎
年
開
催
し
て
き
た
市
民
ト

ー
ク
も
、
続
け
る
べ
き
か
迷
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
の
在
り
様
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
人
々

が
大
切
に
思
う
生
き
方
や
幸
せ
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
本
質
に
関
わ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
確
認
で
き
る
機
会
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
感
染
防
止
の
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
今
年
度
も
実
施
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

対
話
の
テ
ー
マ
は
、「
大
切
な
も
の

は
何
か
」。
十
勝
・
帯
広
の
高
校
生
た

ち
が
、
当
時
、
社
会
課
題
と
な
っ
て
い

た
マ
ス
ク
不
足
を
解
決
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い
う
報
道

を
目
に
し
、
社
会
と
の
接
点
が
広
が
り

始
め
る
直
前
の
世
代
、
高
校
生
た
ち

に
と
っ
て
の
「
大
切
な
も
の
」
を
聴
き
、

話
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
に
参
加
い
た
だ
い
た
市
内
各

校
の
生
徒
が
、
日
常
の
変
化
や
卒
業
後

の
進
路
に
つ
い
て
話
し
な
が
ら
、
共
通

し
て
言
葉
に
し
て
い
た「
大
切
な
も
の
」

と
は
、「
友
人
と
過
ご
す
時
間
」、「
誰
か

の
役
に
立
つ
こ
と
」、「
十
勝
・
帯
広
の

自
然
や
食
」
な
ど
。
コ
ロ
ナ
禍
が
も
た

ら
し
た
気
付
き
を
前
向
き
に
捉
え
、
社

会
の
中
で
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
真し
ん
し摯
な
想
い
。
そ
し
て
、
高
校
生
世

代
の
社
会
へ
の
参
画
意
識
の
高
ま
り
や
、

そ
の
豊
か
な
感
性
を
活
か
し
て
、
自
ら

行
動
す
る
力
強
い
主
体
性
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
だ
け
で
な
く
、
地
域
交

流
サ
ロ
ン
を
運
営
す
る
高
齢
者
の
方
々

と
の
市
民
ト
ー
ク
も
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
が
好
き
で
地
域
に
根
ざ
し
て

仲
間
を
つ
く
り
、
程
よ
い
距
離
感
で
互

い
に
心
配
り
を
し
て
き
た
こ
と
。
健
康

や
生
き
が
い
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ

る
中
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
意
義
を
再

確
認
し
た
こ
と
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
市
民
ト
ー
ク
を
通
じ
て
、

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
者
へ
の
思
い

や
り
や
力
を
合
わ
せ
て
前
に
進
も
う
と

す
る
気
持
ち
を
強
く
感
じ
、
リ
ン
カ
ー

ン
の
「
自
分
の
居
る
場
所
に
誇
り
を
持

つ
人
間
が
私
は
好
き
だ
」
と
い
う
言
葉

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
風
格
や
輝
き
は
、
こ
こ
で
暮

ら
す
「
人
」
の
意
識
か
ら
生
ま
れ
る
も

の
だ
と
、
改
め
て
考
え
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
気
概
、
誇
り
、
結
び
付
き
―

こ
の
ま
ち
の
大
切
な
も
の
を
再
認
識
で

き
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

市長コラム

帯広市長　帯広市長　米沢 則寿米沢 則寿

コロナ禍の市民トークコロナ禍の市民トーク

おびひろ
夢かなうまち

　

市
で
は
、
市
長
が
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
一

緒
に
考
え
、
直
接
対
話
す
る
「
市
民
ト

ー
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

市
内
の
高
校
生
や
地
域
交
流
サ
ロ
ン
の

皆
さ
ん
を
市
庁
舎
へ
招
き
、
計
４
回
開

催
し
ま
し
た
。（
表
）

高
校
生
と
意
見
交
換

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
日
常
の
「
変

化
」
や
改
め
て
感
じ
た
「
大
切
」
な
も

の
、
こ
れ
か
ら
進
む
「
道
」
な
ど
の
キ

ー
ワ
ー
ド
を
基
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
の

思
い
や
考
え
を
聴
き
、
市
長
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

　

十
勝
・
帯
広
の
大
切
な
も
の
や
次
の

世
代
へ
の
こ
し
た
い
も
の
と
し
て
、
豊

か
な
自
然
や
農
業
、
お
い
し
い
水
の
ほ

か
、
前
向
き
さ
や
思
い
や
り
の
気
持
ち

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
と

市
長
と
の
意
見
交
換

「
市
民
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た

広
報
広
聴
課
（
市
庁
舎
３
階
、
☎
65
・
４
１
０
９
）

問
い
合
わ
せ

　

今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
た
り
、
新

し
い
分
野
に
取
り
組
ん
だ
り
、
シ
ニ
ア

に
お
け
る
仕
事
の
ニ
ー
ズ
は
さ
ま
ざ
ま
。

　

そ
ん
な
シ
ニ
ア
の
就
労
を
支
援
す
る

２
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。

帯
広
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー

　

同
世
代
の
話
し
合
え
る
仕
事
仲
間
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就

業
機
会
の
提
供
は
も
と
よ
り
、
パ
ソ
コ

ン
教
室
な
ど
の
講
習
会
や
、
動
物
園
清

掃
を
は
じ
め
と
し
た
経
験
・
特
技
を
活

か
せ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
シ
ル

バ
ー
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
、
シ
ニ
ア
の

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
つ
く
り
な

が
ら
、
社
会
参
加
や
生
き
が
い
の
充
実
、

健
康
の
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

帯
広
地
域
雇
用
創
出
促
進

協
議
会

　

自
分
に
合
う
仕
事
を
探
し
た
い
人
は
、

登
録
か
ら
３
カ
月
以
内
に
７
割
の
人
が

就
職
し
て
い
る
ジ
ョ
ブ
ジ
ョ
ブ
と
か
ち

シ
ニ
ア
に
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ニ
ア
雇
用
を
専
門
に
扱
う
「
ジ
ョ

ブ
ジ
ョ
ブ
と
か
ち
シ
ニ
ア
」
で
は
、
シ

ニ
ア
の
就
職
ま
で
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
履
歴
書
の
作
成
支
援
や

仕
事
に
関
す
る
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、
い

き
な
り
の
面
接
は
心
配
と
い
う
人
に
は

職
場
の
事
前
見
学
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
シ
ニ
ア
の
人
が
最
も
不
安
に

感
じ
る
面
接
に
つ
い
て
も
、
企
業
を
熟

知
し
た
担
当
職
員
が
面
接
に
同
行
し
ま

す
。

対
象　

十
勝
管
内
在
住
の
お
お
む
ね
55

歳
以
上
の
人

シ
ニ
ア
の
就
労
支
援

自
分
に
合
う
働
き
方
の
す
ゝ
め

商
業
労
働
課
（
市
庁
舎
７
階
、
☎
65
・
４
１
６
８
）

問
い
合
わ
せ

表　令和３年度「市民トーク」開催状況一覧

実施日 参加者 参加
人数

7月15日㈭ 帯広大谷高校
（生徒会・ボランティア部） 6 人

10月28日㈭ 帯広北高校
（生徒会・ボランティア局） 6 人

11月５日㈮ 帯広工業高校
（環境土木科 ２年） 7 人

12月１日㈬ 地域交流サロン
（東あいあい・北親ふれあい・ふれあい北） 6 人

詳細は直接各団体へ
問い合わせください

地域交流サロンの皆さんと記念撮影 帯広工業高校生徒との市民トークの様子

帯広市シルバー人材センター
西13南２、シルバーいきいきプラザ内、
☎38・2001

新入会員事前説明会（申し込み不要）
日�２月２日㈬、16日㈬、３月２日㈬、９日
㈬、16日㈬、23日㈬、30日㈬、いずれも13
時30分～15時
場�シルバーいきいきプラザ

帯広地域雇用創出促進協議会
西22北２、☎67・1775

登録会（完全予約制、電話で申し込みください）
日�毎週月～木曜日、①10時～11時、②11時
～12時、③13時30分～14時30分、④14時
30分～15時30分、⑤15時30分～16時30分
場�帯広地域雇用創出促進協議会（西22北２）、
ビズロケとかち（西２南12）、シルバーいき
いきプラザ（西13南２）、市民活動交流セン
ター（西２南８）のいずれか応相談

ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・お問い合わせフォーム」
から、質問や意見を受け付けていますのでご活用ください。　問�広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

※令和２年度は、帯広柏葉高校、帯広南商業高校と開催
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あなたも消防団員に
なりませんか？
あなたも消防団員に
なりませんか？

　大規模災害が発生したときに、自宅や職
場から現場へ駆け付け、主に消火、救助、
避難誘導を行います。
　平常時は、災害に備えた
消火訓練や防火指導を行い
ます。一人暮らし高齢者宅
への防火訪問、防火演劇に
よる防火教育、応急手当て
の指導なども行っています。

　

帯
広
シ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
「
ふ
た
ば
」

は
、
市
内
在
住
の
シ
ニ
ア
を
対
象
に
、

生
涯
学
習
機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、
シ

ニ
ア
ラ
イ
フ
を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
「
健
康
」「
仲
間
づ
く
り
」「
学
習
成
果

を
社
会
で
生
か
す
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

２
年
間
に
わ
た
る
多
様
な
学
習
や
発
表

の
場
を
通
し
て
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
で
輝

く
自
分
を
仲
間
と
共
に
楽
し
く
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

講
演
会
・
体
験
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
内
容

　

４
月
か
ら
２
年
間
、
学
年
別
、
選
択

コ
ー
ス
別
、
１
・
２
年
生
合
同
学
習
会

で
学
び
ま
す
。

　

学
習
内
容
は
、
音
楽
・
民
話
と
い
っ

た
文
化
や
郷
土
の
歴
史
・
自
然
な
ど
の

講
演
会
の
ほ
か
、
工
場
見
学
や
庭
園
散

策
へ
の
バ
ス
学
習
、
太
極
拳
や
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
の
健
康
講
座
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
芸
能
発
表
の
有
志
参
加
や
ク

リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
学
習
会
や
発
表
の

場
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
市
内
在
住
の
人

学
習
期
間
令
和
４
年
４
月
か
ら
２
年
間

学
習
日
時
月
３
回
程
度
、
平
日
（
曜
日

は
不
定
期
）
の
午
前
中
２
時
間
程
度

費
用
年
会
費
１
０
０
０
円
（
別
途
施
設

見
学
費
用
な
ど
年
４
０
０
０
円
程
度
）

定
員
先
着
１
０
０
人
（
新
規
の
入
会
者

を
優
先
）

募
集
は
３
月
31
日
ま
で

　

令
和
４
年
度
の
募
集
要
項
は
、
と
か

ち
プ
ラ
ザ･

総
合
案
内（
市
庁
舎
１
階
）・

各
コ
ミ
セ
ン
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
配

布
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
２
月
１
日
㈫
～
３
月

31
日
㈭
ま
で
に
、
募
集
要
項
内
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
と
か
ち

プ
ラ
ザ
２
階
事
務
所
へ
、
直
接
ま
た
は

郵
送
・
Ｆフ

ァ
ク
ス

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ふ
た
ば
ク
ラ
ブ
活
動

　

学
習
活
動
以
外
に
、
書
道
と
ダ
ン
ス

の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て
で
も

楽
し
く
参
加
で
き
、
活
動
の
成
果
を
プ

ラ
ザ
ま
つ
り
な
ど
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

会
員
に
よ
る
自
主
運
営
で
、
加
入
は
任

意
で
す
。

２
年
間
の
学
習
終
了
後
は

ど
う
す
る
の
？

　
「
ふ
た
ば
」
で
の
２
年
間
の
学
習
終

了
後
は
、
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
「
帯
広

市
わ
か
ば
会
」
で
活
動
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
「
帯
広
市
わ
か
ば
会
」
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
学
習
活
動
に
よ
り
社
会
へ
の
貢
献

を
目
指
し
、
地
域
と
の
交
流
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学びを通じた仲間づくり学びを通じた仲間づくり
帯広シニアサークル ｢ふたば」
交流や学習の機会を通じてシニアライフを
さらに充実させませんか？

�とかちプラザ（〒080・0014��西４条南13丁目1番地、�とかちプラザ（〒080・0014��西４条南13丁目1番地、☎☎22・7890、22・7890、
FAX22・5955）、生涯学習文化課（市庁舎8階、FAX22・5955）、生涯学習文化課（市庁舎8階、☎☎65・4192）65・4192）

問い合わせ・申請先

　

消
防
団
は
消
防
署
と
同
様
に
、
市
町

村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。
地

域
住
民
な
ど
の
有
志
で
構
成
さ
れ
、
消

防
・
防
災
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
の
安

全
と
安
心
を
守
る
大
切
な
存
在
で
す
。

　

常
時
消
防
業
務
に
当
た
る
消
防
署
に

対
し
て
、
消
防
団
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

や
自
営
業
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に

就
い
て
い
る
人
が
、
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
と
き
な
ど
に
消
防
団
員
と
し
て
、

消
防
職
員
と
共
に
活
動
し
ま
す
。

　

現
在
、
帯
広
市
消
防
団
で
は
、
３
５

０
人
（
う
ち
女
性
20
人
）
が
、
市
内
12

カ
所
の
区
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
・
専
門
学
校
生
で
も

消
防
団
員
に
な
れ
ま
す

　

消
防
団
で
は
、
大
学
生
や
専
門
学
校

生
な
ど
若
い
力
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
地

域
貢
献
し
た
学
生
に
対
し
、
帯
広
市
が

認
証
状
を
交
付
し
、
就
職
活
動
時
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
学
生
消

防
団
活
動
認
証
制
度
」
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
企
業
側
に
も
、
社
会

貢
献
活
動
実
績
や
災
害
対
応
能
力
を
持

ち
合
わ
せ
た
人
材
を
確
保
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
に
興
味

が
あ
る
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

知
っ
て
ほ
し
い
！
消
防
団
活
動

を
支
え
る
地
域
の
力

　

消
防
団
の
活
動
は
、
地
域
の
事
業
所

に
も
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
帯
広
市
に

は
、
13
の
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
が

あ
り
、
社
員
に
２
人
以
上
の
消
防
団
員

が
い
る
事
業
所
や
、
社
員
の
消
防
団
活

動
に
積
極
的
に
配
慮
し
て
い
た
だ
け
る

事
業
所
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
表
）

　

ま
た
、
消
防
団
員
や
そ
の
家
族
に
対

し
自
主
的
な
優
遇
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
支

援
す
る
「
消
防
団
応
援
の
店
」
に
は
、

13
店
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

消
防
団
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
・
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
や
「
消
防

団
応
援
の
店
」
に
登
録
い
た
だ
け
る
企

業
・
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
登
録

す
る
と
、
帯
広
市
や
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
事
業
所
名
を
掲
載
す
る

ほ
か
、
表
示
証
・
ス
テ
ッ
カ
ー
を
店
頭

に
掲
出
す
る
こ
と
で
、
消
防
団
活
動
の

支
援
を
通
じ
て
社
会
貢
献
し
て
い
る
こ

と
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。
申
請
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　主な要件は下記のとおりです。特別な資
格は必要ありませんので、気軽にご相談く
ださい。
■主な要件
・�市内に居住、または市内に
通勤・通学している人

・18歳以上の人
・心身ともに健康な人
※ 消防団員には、年報酬や活動時の
　出動手当などが支給されます。

消防団員はどんなことをするの？

どんな人が消防団員になれるの？

㆖
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
証

消
防
団
応
援
の
店

ス
テ
ッ
カ
ー
㆘

消防団員を募集しています消防団員を募集しています
消防団の活躍で多くの命が救われています。
地域の安全を守る消防団員として活動しませ
んか？また、消防団を応援しませんか？

消防課（西６南６、消防庁舎１階、消防課（西６南６、消防庁舎１階、☎☎26・9128）26・9128）問い合わせ・申請先

見学会・体験会を開催見学会・体験会を開催

　クラシック音楽を代表する作曲家の曲
を解説に合わせて演奏し、より身近に音
楽を感じる学習会を見学できます。
日時　２月４日㈮、10時40分～11時30分
場所　とかちプラザ　レインボーホール
定員　先着20人

　どなたでも楽しめる運動教室、音楽学
習会を体験できます。
日時　３月17日㈭、10時～11時20分
場所　とかちプラザ
　　　大集会室
定員　先着50人

見学会

体験会

一昨年の様子▶

表　消防団協力事業所一覧このステッカーが
消防団活動支援のサイン！ 帯広市川西農業協同組合

帯広大正農業協同組合
株式会社北海道エコシス
有限会社仁科建設
宮坂建設工業株式会社
ネッツトヨタ帯広株式会社
株式会社第一飼料
損保ジャパン日本興亜帯広支社
北海道エネライン道東支店帯広営業所
六花亭製菓株式会社
日本通運株式会社帯広総代理支店
株式会社もっかいトラスト帯広営業所
有限会社今野造園

演劇による
防火教育

書道クラブの活動の様子

消防団の
紹介動画も
ご覧ください。

▼
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消費者問題の無料弁護士相談会　契約トラブルや悪質商法など、消費者問題についての無料弁護士相談会を開催。　日２月18日㈮、13時30分〜15時　定先
着３人（１人30分以内）　場申問２月10日㈭までに、直接または電話で消費生活アドバイスセンター（西４南13、とかちプラザ内、☎22・8393）へ。

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

往復はがきなど申込時の記載事項
①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）③氏名（ふりがな）④電話番号
⑤生年月日（スポーツ教室のみ）⑥性別（スポーツ教室のみ）
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合）⑨返送先（往復はがきの場合）
　特に記載のない場合、申し込みは１人（組）１通。
　直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

　申し込み方法などの記載がない場合は、参加無料ですので
当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに
業務時間が異なります）

　市役所代表　☎２４・４１１１、ＦＡＸ２３・０１５１
　帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員
￥＝費用　申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話
Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

■お知らせの見方

イベント お知らせ募集健康・福祉講座

■カテゴリアイコンの見方

新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について
　各種イベントなどに参加される際には、マスクの着用、施設入退館
時の手指消毒、３密（密集・密接・密閉）を避けるなど、新型コロナ
ウイルス感染症の拡大防止にご協力ください。
　また、掲載している情報は編集時点（１月12日現在）のものです。
新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止・変更
になる場合がありますので、ご了承ください。
　最新の実施予定は、各問い合わせ先に確認してください。

広報掲載記事に関連する広報掲載記事に関連するWW
ウェブウェブ

EBEBページをページを
簡単に探せます！簡単に探せます！

　広報記事内に記載されている７桁の数字（ページID）を、市ホーム
ページ内の「広報ページID検索」欄に入力するだけで該当WEBページ
のより詳細な情報を確認できます。ぜひご活用ください。
問広報広聴課（市庁舎３階、☎65・4109）

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24・ 
5352）
◆ロビー展「ひな人形展」
　当館所蔵のひな人形を展示。
日２月12日㈯〜３月６日㈰、９
時〜17時

◆ロビー展「デッサン教室作品展」
　「楽しくデッサン教室」受講生
の作品を展示。
日２月13日㈰〜３月６日㈰、９
時〜17時

帯広の森・はぐくーむ
２月のお知らせ

　小学生以下は保護者同伴。
場申問１月25日㈫〜各開催日の 
前日までに、帯広の森・はぐくーむ 

（南町南９線49、☎66・6200）へ。
◆あそびの森のあしあとづくり
　NPO法人ぷれいおん・とかちと
ともに、薪ストーブで暖を取りつ
つ、かんじき散歩など、ゆるりと
森を楽しむ。
日２月20日㈰、10時〜15時
定先着30人　　　￥100円
◆森の寺子屋〜雪の巻〜
　雪遊びや冬の森歩きなどに挑戦
する。
対小学生
日２月26日㈯、10時〜15時
定先着15人
◆森のスノーシューハイキング
　帯広川周辺の少し起伏のある自
然林をスノーシューで歩く。
日３月６日㈰、９時30分〜12時
定先着15人

M
も っ と

ottoおび広がるプロジェクト
事業実施報告会

　令和３年度にMottoおび広がる
プロジェクトに参加した市民活動
団体が、１年間の取組内容や成果
を発表する。
日２月26日㈯、13時30分〜16時
30分（入退室自由）
場市庁舎10階第６会議室
問市民活動課（市庁舎３階、☎65・ 
4130）
市ホームページID.1006189

百年記念館のイベント

問森の交流館・十勝（西20南６、
☎34・0122）
◆国際フェスタi

イン

nとかち2022
　子ども向け英語レッスンのほ
か、外国料理の紹介や十勝の国際
交流団体の活動展示などを行う国
際理解イベント。
日２月11日㈷、10時〜15時
場森の交流館・十勝、メガドン
キホーテ西帯広店（西21南４）
定子ども向け英語レッスンのみ
各回先着20組
申子ども向け英語レッスンのみ
２月８日㈫17時まで
に、W

ウ ェ ブ

EBフォームよ
り申し込み。

◆帯広市国際親善交流市民の会
活動パネル展
　帯広市国際親善交流市民の会の
これまでの事業を中心としたパネ
ル展。
日２月15日㈫〜20日㈰、10時〜
20時（初日は12時から、最終日
は14時まで、土曜日は18時まで）
場図書館（西２南14）
◆第14回国際文化祭
　外国の文化や習慣の紹介を通し
て、相互理解を図ることを目的と
した国際イベント。在住外国人に
よる世界各国の踊りや歌のパフォ
ーマンスのほか、民族衣装のファ
ッションショーなどを行う。来場
客による人気投票を実施し、抽選
で景品をプレゼント。
日２月27日㈰、14時〜16時30分
場森の交流館・十勝
定先着70人
申２月２日㈬〜19日
㈯までに、WEBフォー
ムより申し込み。

（仮称）帯広市
パートナーシップ制度の
市民意見交換会

　婚姻関係にないものの、継続的
に共同生活を営む２人の関係を自
治体が受け止め、公的に認める
パートナーシップ制度について、
意見交換会を開催する。
対市内に居住または通勤・通学
している人
日２月19日㈯、14時〜16時
場とかちプラザ（西４南13）
定先着80人
申問２月18日㈮までに、電話で
市民活動課（市庁舎３階、☎65・
4134）へ。

森の交流館・十勝の
イベント

　ドキュメンタリー映画「風は生きよという」を、音声ガイド付き、
日本語字幕付きでそれぞれ上映する。
対聴覚・視覚障害者ほか、どなたでも
定各先着30人
場申問各申込期間に直接または電話、ファクスで図書館（西２南14、
☎22・4700、Ｆ22・4701）へ。館内移動にお手伝いが必要な人は、
申込時に連絡してください。
❶音声ガイド付き（字幕なし）
日２月20日㈰、14時〜16時
申込期間２月１日㈫〜18日㈮
❷日本語字幕付き（音声ガイドなし）
日３月６日㈰、14時〜16時
申込期間２月１日㈫〜３月４日㈮

バリアフリー映画会バリアフリー映画会「風は生きよという」「風は生きよという」
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　長野オリンピック金メダリスト清水宏保氏を講師に、スピードスケー
トの競技力向上を目的とした氷上と陸上の実技指導を行う。また明治に
よる栄養セミナーも開催。

対スピードスケート経験者の小学４〜６年生
日２月26日㈯、13時〜16時30分
場明治北海道十勝オーバル（南町南７線56）
定先着100人（定員になり次第、締め切り）
申市ホームページ掲載のＵＨＢ（北海道
文化放送）特設ページから申し込み。
問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・4210）
市ホームページID.1006678

明治明治PP
パ ワ ーパ ワ ー

OWEROWER！ひとくちの力！ひとくちの力
ジュニアアスリート夢応援塾ジュニアアスリート夢応援塾

自衛官などを募集　応募資格などの詳細は、募集案内所へ問い合わせください。
問 自衛隊帯広募集案内所（西５南14、☎23・8718）　　 市ホームページID.1007314

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

場市民文化ホール（西５南11）
◆第18回新人演奏会
　十勝管内在住または出身の新進
音楽家による演奏会。声楽、ピア
ノ、尺八の３部門から６人の音楽
家が出演。
対小学生以上
日２月13日㈰、14時〜15時30分
問帯広市民劇場運営委員会事務局

（市民文化ホール内、☎21・5518）
◆幼児向けのプチコンサート-楽
しいおやこあそび-
　乳幼児を対象にした音遊びを通
じて音楽の楽しさを知ってもらう
イベント。
対５歳以下の子どもと保護者
日３月13日㈰、10時30分〜11時
30分
定先着30家族75人
￥１家族500円（１家族５人まで）
申問２月10日㈭〜３月13日㈰ま
でに、電話で市民文化ホール（☎
23・8111）へ。

第112回　虹コン

　十勝管内在住のクラリネット奏
者グループ「カメラータ　クラリ
ネット　アンサンブル」がゲスト
にフルート奏者を迎え、クラシッ
クを中心に演奏する。
日２月18日㈮、19時〜20時30分
定先着350人（全席自由）
場問と か ち プ ラ ザ（ 西 ４ 南13、
☎22・7890）

しごと・くらしの
合同相談会

　日常生活、仕事、健康、家族、
金銭、法律などの悩みに対応する 
機関９団体が合同で相談会を行う。
日２月27日㈰、13時30分〜16時
30分（法律相談は１人30分以内、
それ以外は50分以内）、最終受付
16時。事前予約も可能
場グリーンプラザ（公園東町３）
申問自立相談支援センターふらっ
と（☎20・7366）へ。
担当課生活支援第１課

小麦から小麦粉を作る
製粉体験

　石臼を使って小麦から小麦粉を
作る。
対親子（大人だけの参加も可）
日２月19日㈯、10時〜12時
定先着12組　　　￥１組500円
場申問２月12日㈯までに、電話
でとかち大平原交流センター（川
西町基線61、☎53・4780）へ。
市ホームページID.1010571

市民文化ホールの
イベント

　閉園中の動物園で、普段見るこ
とのできない動物たちの様子を観
察する。今回のコースはホッキョ
クグマ、アカカンガルー、リスザ
ル、チンパンジーです。
対小学生以下は保護者同伴
日①３月５日㈯、②６日㈰、いず
れも13時30分〜15時
定各抽選45人
場申問２月３日㈭〜17日㈭まで
に、郵便はがきに「申込時の記載
事項」（７頁）と希望日を書いて、
動物園（〒080・0846緑ケ丘２番
地、☎24・2437）へ。市ホームペー
ジからも応募可能。当選者には別
途通知。
市ホームページID.1005287

百年記念館の講座・教室

場申問各申込期間に、電話で百年
記念館（緑ケ丘２、☎24・5352） 
へ。
◆冬の大人陶芸教室
　お茶碗やコップづくりを体験す
る大人の陶芸教室。
対十勝管内在住の18歳以上の初
心者
日２月19日㈯、10時〜12時
定先着18人　　　￥1500円
申込期間２月１日㈫〜16日㈬
◆博物館講座「民俗学への誘い」
　日本各地を訪ね歩いて調べた、
近代化する前の庶民の暮らしぶり
について紹介する。
日２月19日㈯、14時〜16時
定先着50人
申込期間２月８日㈫〜18日㈮

ソーセージ、チーズ作り
体験研修

　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
場申問１月27日㈭から各申込期
限までに、電話で畜産物加工研修 
センター（八千代町西４線、☎60・
2514）へ。
市ホームページID.1005676
◆チーズ研修（約１キログラム）
日①２月19日㈯〜20日㈰、②３
月５日㈯〜６日㈰、いずれも１日
目は10時〜16時、２日目は10時
〜10時30分
定各先着８人　　　￥各3000円
申込期限①２月11日㈷、②25日㈮
◆ソーセージ研修（約250グラム）
日２月27日㈰、10時〜14時
定先着20人　　　￥1000円
申込期限２月18日㈮
◆ソーセージ研修（プレーンほか
全３種、計約700グラム）
日３月13日㈰、10時〜14時
定先着10人　　　￥2200円
申込期限３月４日㈮

おびZ
ズ ー

oo探検隊①・②
児童会館のイベント児童会館のイベント

　紙コップとストローで手が上下に動き、音が鳴る鬼を作る。
対幼児と保護者
日２月２日㈬、①10時〜10時15分、
②10時30分〜10時45分、③11時〜11時15分
定各先着２家族
申込期間１月23日㈰〜２月２日㈬

　親子で楽しく将棋を学ぶ。申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日２月12日㈯、10時〜12時

　親子で囲碁の基礎を学ぶ。申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日２月13日㈰、10時〜12時

　紙コップで前後に揺れるおひなさまを作る。
対幼児と保護者
日２月16日㈬、①10時〜10時15分、
②10時30分〜10時45分、③11時〜11時15分
定各先着２家族
申込期間２月６日㈰〜16日㈬

　幼児から小学生向けの人形劇。２月の出演予定は「みみず」です。
対幼児、小学生と保護者
日２月19日㈯、14時〜14時40分
定先着20人
申込期間２月５日㈯〜19日㈯

　冬の夜空を見上げ、望遠鏡での天体観察を行う。
日２月25日㈮、19時〜20時15分
定先着20人
申込期間２月11日㈷〜25日㈮

　牛乳パックとトイレットペーパーのしんを使い、張子のようなトラ
を作る。
対幼児、小・中学生と保護者。小学校低学年以下は保護者同伴。
日２月26日㈯、①９時30分〜10時、②10時30分〜11時
定各先着親子６組
申込期間２月12日㈯〜25日㈮

場申問特に記載がない場合、各申込期間に、直接または電話で児童
会館（緑ケ丘２、☎24・2434）へ。

◆もっくん教室「わーい！おにだー」

◆親と子のエンジョイ将棋

◆親子囲碁入門教室

◆もっくん教室「ゆらゆらおひなさま」

◆きらきら人形劇場

◆星の観察会『星雲＆星団をみよう！』

◆親子おもしろ教室「ゆらゆらタイガー」

ii
インイン

nn十勝＆スケートキングダム十勝＆スケートキングダム
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２月11日㈮「建国記念の日」と23日㈬「天皇誕生日」もごみを収集します　各曜日収集地区の人は午前９時までに分別ルールに基づいて、決められたごみ
ステーションに出してください。　問 清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

対市内在住または勤務地が市内
の人
定電話で問い合わせください。
申問各申込期限までに、帯広消
防署救急課（西６南６、消防庁舎
１階、☎26・9132）へ。
◆普通救命講習
　出血時の止血法や心肺停止、呼
吸停止時の心肺蘇生法、AEDの使
い方など応急手当を習得する。
日①２月９日㈬、②27日㈰、い
ずれも13時30分〜16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏
林台出張所（柏林台西町２）
申込期限①２月２日㈬、②20日㈰
◆実技救命講習
　１カ月前から前日までに、イン
ターネット上の「応急手当W

ウ ェ ブ

EB講
習」を受講した人が対象の講習会。
日２月19日㈯、18時30分〜20時
30分
場南出張所（西17南41）
申込期限２月12日㈯

赤十字救急法基礎講習

　傷病者の観察の仕方、一次救命
処置（心肺蘇生法、AEDを用いた
除細動、気道異物除去）など、救
急法の基礎を学ぶ。
対満15歳以上
日２月19日㈯、９時15分〜13時
30分
場グリーンプラザ（公園東町３）
定先着20人　　　￥1500円
申問２月18日㈮までに、直接ま
たは電話で地域福祉課（市庁舎３
階、☎65・4146）へ。

救命講習

　楽しく分かりやす
いパソコン３月講座。
各講座全５回。
対高校生以上
日３月３日〜18日の各曜日、▶午
前の部10時〜12時▶午後の部13
時30分〜15時30分▶夜間の部18
時30分〜20時30分

定各先着20人
￥5000円（テキスト代別途）
場申問２月２日㈬〜24日㈭まで 
に、直接とかちプラザ（西４南13、 
☎22・7890）へ。

健康相談

　保健師、栄養士などが、健診の
結果や健康づくりなど健康に関す
る相談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日①２月２日㈬、②17日㈭、いず 
れも９時30分〜11時30分、13時30 
分〜15時30分（１人60分程度）
場申問各開催日の前日までに、電 
話で健康推進課（東８南13、保健 
福祉センター内、☎25・9721）へ。

プラザ・エンジョイスクール
３月パソコン講座

　生活習慣病を予防するための栄
養学習と手軽な運動をセットで体
験できる教室。
対特定健診・がん検診申込者
日２月22日㈫、12時15分〜13時
場保健福祉センター（東８南13）
定先着10人
申問２月10日㈭までに、電話で
北海道対がん協会帯広出張所（☎
27・2345）へ。
担当課健康推進課

エキノコックス症検診

　採血による血清反応検査を行
う。結果は約４週間後に通知する。
対小学３年生以上の市民のうち、
過去５年間受診していない人
日２月22日㈫、13時30分〜14時
￥300円（中学生以下無料）
場問健康推進課（東８南13、保健 
福祉センター内、☎25・9720）
市ホームページID.1004868

健診教室（運動）

　認知症の人を介護している家族
が気軽に参加し、相談・交流でき
る。介護を終えた人も参加可能。
日２月24日㈭、13時30分〜15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
￥100円
問地域福祉課（市庁舎３階、☎65・ 
4113）

認知症サポーター
養成講座

　認知症の症状や接し方などを学
び、地域で見守る応援者を養成。
対市民または市内に通学、通勤
している人
日２月21日㈪、13時30分〜15時
場バラト福祉センター（東13南６）
定先着15人
申問２月17日㈭までに、直接ま
たは電話で地域福祉課（市庁舎３
階、☎65・4113）へ。
市ホームページID.1004989

認知症・家族の集い
「茶話会」

日　程 講　座　名

火・木／午前 初心者の為のワード仕上げ②

火・木／午後 わかりやすいテキストでワード②

火・木／夜間 パソコンの活用
ワード・エクセル仕上げ編②

水・金／午前 初心者の為のエクセル仕上げ②

水・金／午後 ワード・エクセル・パワーポイント②

水・金／夜間 スキルアップ・パソコン②

子 育 て 広 場子 育 て 広 場
場問特に記載がない場合、健康推進課（東８南13、保健福祉センタ
ー内、☎25・9722）

◆ママと赤ちゃんの相談会
　テーマごとの講話を行い、個別の相談に応じる。時間はいずれも10
時〜11時10分
対妊娠中または１歳までの赤ちゃんと保護者。❶は第２子以降の人も
参加できますが、１歳以上の兄姉は参加不可
定各開催施設へ問い合わせください。
申各開催日の前日までに、直接または電話で各開催施設へ。

◆２月乳幼児健診のお知らせ
　５カ月児健診、１歳６カ月児健診、３歳児健診の対象者には事前に
個別通知しています。通知が届かない場合や転入された場合など、不
明な点は問い合わせください。

げんき活動コースチャレンジデー
　介護予防のための運動などを体験。開催場所や時間など、詳細は各事
業所に問い合わせください。
対市内在住の65歳以上

担当課地域福祉課

開催日 実施事業所（電話）

２月３日㈭、17日㈭ デイサービスセンター帯広りはびり（☎29・5515）

２月９日㈬、15日㈫ 歩くデイゆるり（☎090・9801・7781）

２月10日㈭、24日㈭ コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所（☎20・4567）

２月11日㈷、22日㈫、
25日㈮ ツクイ帯広Ｗ

ワ ウ

ＯＷ（☎20・1562）

２月16日㈬、23日㈷ デイサービスセンター太陽園（☎64・5565）

２月17日㈭、18日㈮ 通所介護事業所ふるさと（☎41・8341）

２月25日㈮ ジョイリハ西５条（☎49・3060）

開催日 講座名／開催施設・申し込み先

❶２月15日㈫
ママと赤ちゃんの歯っぴい講座

場地域子育て支援センターもりのこ（大空町１、☎49・2005）

❷２月25日㈮
ママと赤ちゃんのわくわく母乳講座

場保健福祉センター（東８南13、☎25・9722）

講座名 講師（役職）／講座内容 開催日／開催時間 定員（備考）

第32集
【帯広大谷短期大学連携】
現代フランス文学最新事情

高橋　啓 氏（翻訳家）

２月４日㈮
14 時〜 15 時 30 分

先着
70人

（Zoom
配信あり）

現在作業中の翻訳を通じて、フ
ランス文学の現在をさぐる。

【取り上げる作品】
ポール・フールネル著『タブレ
ット』（小説）、ジェラルド・ブ
ロンネール著『知の黙示録』

（社会学）、トリスタン・ガルシ
ア著『７』（小説）

第33集
【スポーツと薬】
うっかりドーピングと
薬との付き合い方

大野　伴和 氏
（まつもと薬局　薬剤師）

２月５日㈯
14 時 30 分〜 16 時

先着
40人

“ 競技能力を高めるため”とい
うイメージが強いドーピング。
クイズやカードゲーム（ドーピ
ングガーディアンカード）を通
じて、『意図しない（うっかり）ド
ーピング』になることもある薬
について学ぶ。

第34集
【男女共同参画講座】
家事シェアのすすめ
〜快適なおうち時間を
過ごすために〜

田川　瑞枝 氏
（思考の整理収納塾　代表）

２月 23 日㈷
14 時〜 15 時 30 分

先着
35人

（Zoom
配信あり）

毎日忙しい共働き世帯の間で、
近年浸 透してきた “ 家事シェ
ア”。家族みんなが快適なおう
ち時間を過ごせるよう、家事を
ラクにするヒントをワークショ
ップも交えて伝授する。

場とかちプラザ（西４南13）
申問会場受講の場合は各開催日の前日までに、生涯学習文化課（市庁舎８階、☎
65・4192）へ。
Z

ズ ー ム

oom受講の場合は各開催日２日前までに、市民大学講座ホームページから申し込
みが必要。未就学児（２歳以上）の託児希望は各開催日の一週間前までに、申し込み。

市民大学講座市民大学講座
市ホームページID.1006968
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２月の燃やさないごみ、有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、２月９日㈬、23日㈬です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、２月２日㈬、
16日㈬です。　問 清掃事業課（西24北４、☎37・2311）

対＝対象　日＝日時　場＝場所　定＝定員　￥＝費用　申＝申し込み

「てだすけサービス」の従事者
を養成するための研修。研修の全
課程（12時間）を修了し、てだ
すけサービスを実施する事業所に
就職することにより、生活援助員
として働くことができる。
対てだすけサービス事業所への
就職希望や予定のある人
日３月５日㈯、10時〜17時、６日
㈰、９時30分〜16時30分
場帯広コア専門学校（西11南41）
定先着20人
￥1000円程度の実費（食材費など）
申問２月28日㈪までに、申込書
を直接または郵送、ファクスで地
域福祉課（〒080・8670西５条南 
７丁目１番地、市庁舎３階、☎65・ 
4113、Ｆ23・0158）へ。市ホームペ 
ージからも応募可能。申込書は地
域福祉課で配布のほか、市ホーム
ページからもダウンロード可能。
市ホームページID.1009154

令和４年度学校業務員
を募集

　詳細は問い合わせください。
❶生活介助員支援が必要な児童生
徒の教室移動やトイレなどの生活
介助、学校行事への同行など
❷生活介助員（看護師）医師の指
示書に基づく医療的ケア
❸特別支援教育補助員学習困難な
どを抱える児童生徒への支援
面接日２月４日㈮
申問２月２日㈬までに、ハローワ 
ークの紹介状と履歴書を直接、学 
校教育課（市庁舎８階、☎65・4204） 
へ。

令和３年度第６回
帯広市生活援助員養成研修

　放送大学は、条件を満たせば学
力試験なしで入学でき、卒業すれ
ば学士を取得できる通信制の大学
です。とかちプラザの学習室で授
業を視聴できるほか、テレビやイ
ンターネットでいつでもどこでも
授業を受けることができます。
　募集要項はとかちプラザ（西４
南13）、総合案内（市庁舎１階）、
市民活動プラザ六中（東11南９）
で配布。
申３月15日㈫までに、
放送大学ホームページ
から出願するか、願書
を放送大学本部（〒261・8686千
葉市美浜郵便局私書箱５号放送大
学学務部学生課出願登録係宛）へ。
問生涯学習文化課（市庁舎８階、
☎65・4192）、放送大学北海道学
習センター（☎011・736・6318）
市ホームページID.1005103

季節労働者等生活資金
貸付金

　詳細は問い合わせください。
対市内在住の季節労働者で、次
のすべての条件を満たす人
▶雇用保険特例受給資格者で特例
一時金の支給を受けた人、または
雇用保険被保険者離職票、資格喪
失確認通知書の発行を受けている
求職者登録をしている人▶生計維
持者で、原則、扶養家族がいる人
▶就労するまでの生活が困難な人
▶連帯保証人がいる人
返済方法６月〜翌年１月までの８
回払い
貸付限度額一世帯15万円まで
利息無利子
申問５月31日㈫までに、直接ま
たは電話で商業労働課（市庁舎７
階、☎65・4168）へ。

【放送大学】2022年度
第１学期（４月入学）
学生を募集

　学校教育に支障のない範囲でス
ポーツ活動および文化活動を行う
団体に学校施設を開放します。使
用には事前の登録が必要です。詳
細は市ホームページをご覧くださ
い。
対市内に在住または在勤、在学
している10人以上の団体
❶スポーツ開放
開放場所・時間市内小中学校28
校の体育館･グラウンド、１団体
につき１回２時間まで
￥１時間につき１枚150円の電灯
券（下半期は１回350円の暖房券）
申２ 月 １ 日 ㈫ 〜28日 ㈪ ま で に、
W
ウ ェ ブ

EBフォームにて申請書、団体名
簿、誓約書を添付の
上、申し込み。申請
後、アンケート実施。
問スポーツ課（市庁舎８階、☎65・ 
4210）
市ホームページID.1007739
❷文化開放
開放場所・時間市内小学校７校の
音楽室など、１回３時間まで
申問２月１日㈫〜28日㈪までに、
郵送で申請書、団体名簿、団体規 
約を生涯学習文化課（〒080・8670 
西５条南７丁目１番地、市庁舎８
階、☎65・4209）へ。
市ホームページID.1005141

国保に加入・脱退する
場合は届け出が必要です

　国保に加入・脱退する場合は届
け出が必要となります。加入手続
きが遅れると保険料をさかのぼっ
て請求することになります。
　また、他の健康保険に加入して
も自動で国保を脱退したことには
ならず、保険料の請求が続いてし
まうので、必ず届け出をしてくだ
さい。詳しい手続きの方法は問い
合わせください。
問国保課（市庁舎１階、☎65・4138）

令和４年度学校開放
事業の登録受け付け

　軽自動車税（種別割）は、４月
１日時点で、軽自動車、小型特殊
自動車、バイクを所有している人
に対して課税されるので、売却や
譲渡、廃車した場合は速やかに名
義変更や抹消の手続きをしてくだ
さい。
　また、死亡した人名義の軽自動
車などを相続して使用する場合は
名義変更の手続きを、使用されな
い場合は抹消手続きを、４月１日
㈮までに行ってください。
問市民税課（市庁舎２階、☎65・ 
4119）

国民年金に関する
お知らせ

問戸籍住民課（市庁舎１階、☎65・ 
4143）、帯広年金事務所（西１南１、 
☎25・8113、音声案内２番→２番）
◆国民年金の届け出を忘れずに
　国民年金の第３号被保険者（会
社員や公務員などに扶養されて
いる20歳以上60歳未満の配偶者）
は次のときに切り替えして、保険
料を納付する必要があります。届
け出を忘れると、将来受け取る年
金額が減ったり、受け取ることが
できない場合があるので、忘れず 
に届け出てください。▶配偶者の
退職や死亡により被扶養配偶者で
なくなったとき▶離婚・収入超過に
より、被扶養配偶者でなくなったと
き▶配偶者が65歳に到達したとき
　届け出に必要なものなど、詳細
は問い合わせください。第３号被
保険者になるときは、配偶者の勤
務先へ届け出を行ってください。
◆国民年金保険料の前納のお知ら
せ
　６カ月分、１年分、２年分をま
とめて前納すると割り引きされま
す。４月から口座振替で前納を希
望する人は、２月末までに申し込
みください。

軽自動車などの手続き
はお済みですか？

　４月から令和５年３月までの期間、❶市庁舎内のポスター広告掲出
欄と❷市公用車の広告主を募集。
申問２月１日㈫〜18日㈮までに、直接または電話で❶は総務課総務
係（市庁舎５階、☎65・4100）、❷は総務課車両係（市庁舎地下１階、
☎65・4102）へ。
❶市庁舎
募集枠エレベーター広告および
１階待合ロビー広告、各５枠
￥１枠当たり月額6300円
市ホームページID.1003585
❷市公用車
募集枠軽自動車前側ドア両面広
告２枠（１台１枠）
￥１枠当たり月額2200円
市ホームページID.1003595

貸付期間４月１日から１年以上５年以内（年単位）
募集区画数・面積47区画、30〜58平方メートル
￥１平方メートル当たり年間200円
申２月１日㈫〜28日㈪までに、申込書を直接またはファクス、
郵送で都市農村交流センターサラダ館（〒080・2472西22条南６
丁目６番地２、☎36・8095、Ｆ67・5720）へ。
申込書は農村振興課（市庁舎７階）、農業
技術センター（川西町基線61）、サラダ館、
各コミセンで配布しているほか、市ホーム
ページからも印刷可能。
問農政課（川西町基線61、☎59・2323）
市ホームページID.1002943

帯広の森市民農園の利用者を募集帯広の森市民農園の利用者を募集

❷広告掲出イメージ

広告を募 集



安 安 メ心 全 モ

■11■ 広報おびひろ　令和４年２月号 問＝問い合わせ　☎＝電話　Ｆ＝ＦＡＸ　 ＝Ｅメール　HP＝ホームページ

▽帯広市急病テレホンセンター（☎0155・26・1099）　 ▽北海道救急医療情報案内センター（ 0120・20・8699、
携帯電話／PHS☎011・221・8699）休日・夜間の急病は

　絵画、版画、写真、立体造形な
ど、多彩な表現領域で制作する道
東ゆかりの作家８人の作品を紹介
します。
日〜３月13日㈰、９時30分〜17
時（最終入場16時30分）
￥一般520円、大学生300円、高
校生以下無料
場問北海道立帯広美術館（緑ケ丘 
２、☎22・6963）

道東アートファイル2022＋
道東新世代

　店舗機能を持った路線バス「マ
ルシェバス」が帯広駅から大空団
地までの区間を運行しています。
詳細はホームページ
をご覧ください。
日場２月27日㈰まで
の毎週木・日曜日、▶駅北多目的
広場（西２南11）、９時30分〜11
時▶ＪＡ帯広かわにし大空支店駐
車場（大空町12）、12時15分〜14時、
16時30分〜18時15分
問十勝バス株式会社（☎37・6500）

お店に変わる路線バス
「マルシェバス」運行中

　離婚、親権、消費者金融など弁
護士による無料法律相談会を開催
します。
対十勝管内在住のひとり親家庭
の親
日２月18日㈮、13時〜15時の間
で１人30分
場グリーンプラザ（公園東町３）
定各先着４人
申問２月10日㈭までに、電話で
母子家庭等就業・自立支援センタ 
ー（☎20・7751）へ。託児希望
者は申し込み時に連絡ください。

　林野庁北海道森林管理局では、
国民の幅広い意見を把握し国有林
野の管理経営に役立てるため、「国
有林モニター」を募集しています。
　応募資格など、詳細は問い合わ
せください。
募集期限２月18日㈮
問北海道森林管理局企画課（☎

011・622・5228）

　遺言、相続、成年後見などの相
談に行政書士が応じるほか、日本
政策金融公庫職員による金融相談
も同時開催します。当日会場に直
接お越しください。
日２月22日㈫▶行政書士相談10
時〜15時▶金融相談13時〜15時
場とかちプラザ（西４南13）
問北海道行政書士会十勝支部事
務局（☎67・1777）

　職員採用を予定する福祉職場の
人事担当者との個別相談や就職相
談を行います。当日、直接会場へ
お越しください。
対福祉職場への就職に興味があ
る人、学生
日２月23日㈷、13時〜15時30分

（最終受付15時）
場とかちプラザ（西４南13）
問帯広市社会福祉協議会（☎27・
2525）

ひとり親家庭の無料法律相談会

国有林モニター募集

行政書士記念日無料相談会

第２回福祉職場説明会

　所得税の還付申告者（給与所得
者・年金受給者）を対象とした相
談会です。事前予約制。
日２月２日㈬〜４日㈮、９時30分 
〜16時30分
場とかちプラザ（西４南13）
定各先着48人
申問平日10時〜15時に、電話で 
北海道税理士会帯広支部（☎24・
0751）へ。

　佐藤淑子氏を講師に、みそ作り
の講習会を開催します。
日２月４日㈮、19日㈯、いずれも 
10時〜13時
場とかちプラザ（西４南13）
定各先着20人
￥1500円（協会会員は800円）
申問電話で帯広消費者協会（☎

22・7161）へ。

　１月28日㈮から配布の募集案
内のほか、随時募集の住宅もある
ので、詳細は問い合わせください。
受付期間２月11日㈷〜14日㈪
抽選場所十勝合同庁舎（東３南３）
申問エーワン・創造設計舎コンソ 
ーシアム（西８南13、☎22・2013）へ。

　相続に関する手続き、登記、多重
債務の整理、民事訴訟関係、家事
事件手続きなどの相談に応じます。
日２月15日㈫、18時〜20時
場とかちプラザ（西４南13）
申問２月10日㈭までに、電話で
釧路司法書士会司法書士総合相談
センター（ 0800・800・3946）へ。

　 手 紙 や は が き な ど の 信 書 は、 
「特定の受取人に対し、差出人の

意思を表示し、または事実を通知
する文書」のことです。宅配便や
メール便では、原則として、信書
の送付はできません。
問総務省情報流通行政局郵便課

（☎03・5253・5975）

所得税の還付申告無料相談会

みそ作り講習会

令和３年度第４回道営住宅
入居者募集

司法書士無料法律相談会
（予約制）

手紙やはがきなどの
信書便制度について

『こたつ』
著　者…麻生　知子
出版社…福音館書店

　今月は、寒い冬におススメのほっこりする絵本を紹介します。

図書館（西２南14、☎22・4700）問い合わせ

　１年最後の日、とある家族のお話です。
　こうたくんは朝から宿題をしたり、お
いしいご飯を食べたり、お友達と遊んだ
りして大みそかの日を大満喫しています
が…。今日の一番の目的は夜更かしをし
て、除夜の鐘をつくことです。果たして、
こうたくんは最後まで起きていられるのでしょうか。
　読んでいる自分もこたつで温まっているような気持ちになれる、寒い冬
におすすめの絵本です。

図書館のオススメ

令和４年４月１日より成年年齢が18歳に！
消費者トラブルに気を付けて！
　民法改正により、４月１日に18歳、19歳に達している人はその日
から、４月２日以降は18歳に達した日から成人となります。

★成年に達すると、親の同意を得なくても、
　自分の意思でさまざまな契約ができるようになります
　携帯電話の契約、一人暮らしの部屋
を借りる、クレジットカードをつくる、
高額商品のローンを組むといったこと
などもできるようになります。

★未成年者取り消しができなくなります
　未成年の時のように契約を取り消すことができなくなるため、自分
で責任をもって契約することが大切です。成人になりたては契約の知
識や経験が少ないため、悪質な事業者に狙われ、消費者トラブルに遭
いやすくなります。契約をするときは慎重にしましょう。

消費生活アドバイスセンター
場　　所　とかちプラザ１階
　　　　　（西４南13）
相談電話　☎22・8393
開設時間　�火〜土曜日の10時〜

17時（祝日も受付。
月曜日が祝日の場合
は火曜日休み）

商業労働課（市庁舎７階、☎65・4132）問い合わせ

市
み ん な

民の掲示板
問い合わせ 広報広聴課
（市庁舎３階、☎65・4109）

市以外からの市民向けのお知らせを掲載しています。
４月号掲載の受付締め切りは２月15日㈫です。

（表紙画像使用承諾済）

注 意
　飲酒、喫煙、競馬、競輪な
どの年齢制限はこれまで通り
20歳のまま継続されます。

　消費者トラブルになった場合には、
早めに消費生活アドバイスセンターま
で相談しましょう！
　契約前の疑問や不安
などの問い合わせも受
け付けています。
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市政のお知らせを放送しています
◆�テレビ　市役所だより（OCTV�11ch）�
毎日４回放送していて、市ホームペー
ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
（FM-JAGA77.8MHz）９：15～９：20
おびひろ広報メモ
（FM-WING76.1MHz）９：30～９：35

広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ 広報広聴課（市庁舎３階、☎�65・4109、FAX 23・0156、
Ｅメール report@city.obihiro.hokkaido.jp）

おびひろ動物園の動物たちの写真を大募集！
動物園長と広報担当で厳選し、魅力的な写真を当コーナーで紹介します。
次回（４月号）の紹介予定の動物は｢アメリカバイソン」です！

※�提供された写真は、次回のZOOレターで紹介したり市の広報物などに使用する場合
があります。その場合、個別にお知らせはしません。写真に関する問い合わせは、広
報広聴課へ。

I
イ ン ス タ グ ラ ム
nstagramの場合…「♯広報おびひろZOOレター」を画像に付けてアップ
Eメールの場合……   photo@city.obihiro.hokkaido.jpに画像（５ＭＢ以内）

を添付して送付
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今月は 今月は アライグマアライグマ

園長賞園長賞

アライグマアライグマ
担当  担当  中山 中山 さんさん

天井の網につかまり
ぶら下がっている姿も
ご覧ください！

締め切り
３月３日（木）

takaya_p03さん提供takaya_p03さん提供小林将太さん提供小林将太さん提供

raccoon_5731さん提供raccoon_5731さん提供

マルマル

■ みんなで協力して作り上げる「氷まつり」
今年は、緑ヶ丘公園一帯を会場に、氷のお面や氷彫刻、市民手作りの

氷雪像、滑り台などのアトラクション、冷えた体を温めるおいしいグル
メなど、子どもも大人も楽しめるイベントで帯広市開拓140年･市制施
行90年を盛り上げます。
　昼間はもちろん、夜も氷雪像のライトアップや花火大会、やさしく灯
る紙袋ランタンで、写真映え間違いなしのすてきな空間を演出します。
　なお、感染症の状況によりイベントを中止する場合は公式ホームペー
ジなどでお知らせします。

■ 公共交通機関・シャトルバスでお越しください
会場周辺は駐車場が少なく、近隣への無断駐車が後を絶ちません。
ご来場の際は、公共交通機関や無料シャトルバスをご利用ください。

帯広厚生病院駐車場をご利用の場合は、駐車券を会場本部までお持ちい
ただければ駐車料金が無料になります。

10時～20時（最終日は17時まで）

第59回

1/28・29・30

帯広のまつり推進委員会事務局（西２南12、エスタ東帯広のまつり推進委員会事務局（西２南12、エスタ東
館２階、☎22・8600、観光交流課（市庁舎７階、館２階、☎22・8600、観光交流課（市庁舎７階、☎☎65・4169）65・4169）
問い合わせ

カーリング

スライダー
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トイレ市民氷雪像
氷のお面

市民氷雪像
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ハウス回転ソリ

ランタン作り
体験コーナー

グリーンプラザ方面
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パーク

ミニ鉄道広場

本部
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氷彫刻展

滑り台

■１月28日・29日・30日に運行
緑ヶ丘公園 ⇔ とかちプラザ東
■１月29日・30日に運行
緑ヶ丘公園 ⇔ 帯広厚生病院
※20～60分間隔で運行
詳しい運行時間は公式ホームページをご覧ください。

《無料シャトルバス経路》 ご来場の際は、次の感染拡大
防止の対策にご協力ください
◎マスクの着用　◎検温の実施
◎�体調が悪い、熱があるなどの場合は
来場を控えてください。
来場時、受け付けでご連絡先や当日の
体調などを様式にご記入いただきます

ooooレターレターZZ ズ  ーズ  ー 動物園のいまをお届け動物園のいまをお届け
P 南門駐車場

南門

おびひろ動物園園内マップ
ここにいるよ

新サル舎新サル舎

フラミンゴ舎フラミンゴ舎

正門 P 正門駐車場

P 臨時駐車場

アザラシ舎アザラシ舎

トラ舎トラ舎
エゾシカ舎エゾシカ舎

カンガルー舎カンガルー舎
アライグマアライグマ

アメリカバイソンアメリカバイソン

オビヒロ カメラレポOBIHIRO
CAMERA
REPORT

　「ミニ門
かどまつ

松づくり」は
市民の皆さんが参加す
る帯広の森で行う森づ
くりイベントの一つで
す。森で間伐体験を行
い、自分で伐採したシ
ラカバやトドマツを使
って、卓上サイズの門
松を作ります。
　初めて参加した、はらだももか
さんは「とても上手にできたので、
玄関に飾るのが今から楽しみ。今
度は夏の森にも遊びにきたい。」と
完成した門松を抱えて大喜び。森
づくりの小さなお手伝いお疲れさまでした。（12月18日、帯
広の森・はぐくーむ）

森の間伐材で「ミニ門松づくり」森の間伐材で「ミニ門松づくり」

　おびひろ動物園の飼
育員が自分の担当する
動物たちを撮影した写
真集「おびひろ動物園
フォトブック」が完成
しました。動物たち全
体を写した写真集「飼
育 員 か ら み た 動 物 た
ち」と、人気者の「エゾタヌキ」「ゴ
マフアザラシ」「フクロウ」「アメ
リカビーバー」をそれぞれ特集し
た全５種類のフォトブックを発行
しています。
　図書館で、貸出・閲覧すること
ができるので、飼育員しか知らない動物たちのオフショット
に癒されてみてはいかがでしょうか。（12月21日、図書館）

写真で癒されて写真で癒されて
「おびひろ動物園フォトブック」「おびひろ動物園フォトブック」

▲氷まつり
公式ホームページ

会場見取り図

※�様式は新聞広告にも掲載します。事前に記入し
て持参いただくとスムーズに入場できます。


	【修正】P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	【修正】P10
	P11
	【修正】P12



